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C O N T E N T S

肉
体
の
死
に
よ
っ
て
す
べ
て
は
終
わ
る
︑
と
い
う
考
え
が

現
代
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

す
べ
て
は
過
ぎ
去
る
も
の
︑
滅
び
ゆ
く
も
の
で
あ
る
︑
と
い
う
考
え
は
︑

も
の
の
見
方
を
限
り
な
く
近
視
眼
的
に
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

目
先
の
こ
と
に
振
り
回
さ
れ
︑

ほ
ん
と
う
に
価
値
あ
る
も
の
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
す
︒

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
に
対
す
る
信
頼
と
人
に
対
す
る
愛
は

死
に
打
ち
勝
っ
た
︑
と
信
じ
る
信
仰
は
︑

そ
れ
で
も
愛
だ
け
は
決
し
て
む
な
し
く
な
い
と
宣
言
し
続
け
ま
す
︒

SOWER   No. 43  2016

幸
田
和
生

こ
う
だ
　
か
ず
お

カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
補
佐
司
教
、
日
本
聖
書
協
会
副
理
事
長

表紙の言葉
今回の表紙は東北学院大学のラー
ハウザー礼拝堂。文化庁指定の登録
有形文化財で「日本で最も美しい大
学礼拝堂」のひとつです。外壁は地
元東北秋保産の石。J.H.モルガンの
設計によるカレッジ・ゴシック様式
のその優美な佇まいは、ここに集う
学生の生活に伝統と格式を添えて
います。       （絵・文＝佐藤百合子）

巻
　 

頭
　 

聖
　 

句 

Bible Verse & Essay by Kazuo Koda

愛
は
決
し
て
滅
び
な
い
。

︵
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
　
13
章
8
節
︶

The World of the Bible “The Wailing Wall” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　
エ
ル
サ
レ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
教
神
殿
が
二
〇
〇
〇

年
前
に
建
っ
て
い
た
丘
の
西
側
の
壁
で
、
日
夜

休
み
な
く
祈
り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
垣

の
隙
間
に
は
祈
り
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
紙
が

ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
、
石
灰
岩
の
表
面
も

祈
る
人
の
手
の
た
め
に
光
沢
を
帯
び
て
い
ま
す
。

紀
元
七
〇
年
に
ロ
ー
マ
軍
に
よ
っ
て
神
殿
が
破

壊
さ
れ
て
以
来
、
一
九
〇
〇
年
間
の
祈
り
が
染

み
込
ん
だ
壁
で
す
。

　
初
め
て
訪
れ
た
四
〇
数
年
前
、
こ
の
壁
に
両

手
を
触
れ
て
祈
っ
て
い
た
時
、「
お
前
は
こ
こ
で

生
ま
れ
た
」
と
い
う
声
が
心
に
響
い
て
き
た
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
シ
オ
ン
に
つ
い
て
、

人
々
は
言
う
で
あ
ろ
う
／
こ
の
人
も
か
の
人
も

こ
の
都
で
生
ま
れ
た
、
と
」。
詩
編
八
七
編
五
節

に
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
の
を
知
っ
た
の

は
帰
国
し
て
か
ら
で
し
た
。
魂
の
故
郷
を
慕
っ

て
、
そ
れ
以
来
通
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
ユ
ダ

ヤ
人
の
間
で
い
さ
か
い
が
続
い
て
お
り
、
心
が

痛
み
ま
す
。
兄
弟
民
族
が
、
互
い
に
尊
敬
し
合
っ

て
平
和
に
過
ご
す
日
が
来
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　「
め
ん
鳥
が
雛
を
羽
の
下
に
集
め
る
よ
う
に
、

わ
た
し
は
お
前
の
子
ら
を
何
度
集
め
よ
う
と
し

た
こ
と
か
」（
マ
タ
二
三・三
七
）
と
エ
ル
サ
レ
ム
の

た
め
に
嘆
い
て
お
ら
れ
る
お
方
の
声
が
今
も
響

い
て
い
ま
す
。

新聖
書
の

世
界 42

写
真
／
文  

横
山
匡

祈
り
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壁
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モンゴル、キューバは今
社会変化の中で必要とされる聖書
編集部

モンゴル語聖書翻訳者 講演会（東京）

聖書セミナー�　柊  曉生
新しい翻訳聖書の特徴 −本文注−

人物と聖書�　鈴木範久
斎藤勇の聖書

エッセー�　立野泰博
ルター・聖書を持って歩く旅

Bible Guide
リスニングバイブル、
縦組ハーフボリュームバイブル ほか

JBS情報
新翻訳ニュース
イベント情報
聖書事業懇談会（名古屋・横浜・仙台・金沢）
聖書クイズ王決定戦（仙台・金沢・神戸）
聖書と音楽の出会い（山形）
聖書動画コンテスト2016

モンゴル、キューバ聖書支援
「神のことば」をお届けしましょう！

聖書図書館蔵書シリーズ�
聖書 口語訳
新約1954年、旧約1955年
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B S  N E W S
　エチオピア聖書協会は、アフリカ諸
国の中でも特に聖書翻訳と聖書普及活
動を積極的に行っており、2015年度は
聖書協会世界連盟（UBS）から約1億2

千万円の支援を受けました。2015年6

月には、約70の聖書協会から220名の
人々が参加し、エチオピアの首都アジ
スアベバで「プログラム円卓支援会議」
が開催されました。ここでは安定した
財政基盤のある40ほどの聖書協会が、
経済力の弱い100余りの聖書協会へ年
間ベースで支援をするためのヒアリン
グおよびプレゼンテーションがなされ
ました。支援はすべて経済力のある聖
書協会の募金によって賄われます。
　エチオピアの教会は歴史が古く、使
徒言行録にありますようにフィリポがエ
チオピアの宦官に福音を宣べ伝えた時
まで遡ります。2000年の歴史を持つエ
チオピア正教会を筆頭に、カトリック教

会、プロテスタント諸教会とエキュメニ
カルな交わりを保ちつつ、エチオピア
聖書協会では10の翻訳プロジェクトと

聖書普及活動が現在進行中です。前述
の会議には、エチオピアで宣教するす
べての教派の代表が集まり、聖書協会
世界連盟の人々と主にある祈りと有意
義な交わりの時が持たれました。これ
からのエチオピア聖書協会およびエチ
オピア教会のさらなる発展のためにお
祈りして参りましょう。

エチオピア聖書協会の
働き

アジスアベバ「プログラム円卓支援会議」

一般財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部  信
               わたべ  まこと

　2016年には、5月に6年ぶりの聖書協会世界連盟（UBS）の
世界大会が米国フィラデルフィアで開催されます。この大会
では、今後6年間にわたり全世界でどのように聖書普及活動
を展開すべきかについて討議され、方針が決定されます。　
　大会中に5つの聖書協会が正式に加盟する予定ですが、新
たに仲間となる団体のひとつにモンゴル・ユニオン聖書協会
があります。過去20年の間モンゴル語への聖書翻訳作業が試
みられましたが、この度、ヘブライ語、ギリシャ語原典から
の初のモンゴル語聖書翻訳がUBSの支援の下進められ、2028
年の完成を目指しています。
　北東アジア地域の隣国として、日本聖書協会も2016年から
募金によってモンゴルを支援いたします。モンゴルはキリス
ト教伝道が解禁されて日が浅く、様々な教派が懸命に宣教活
動をしています。そしてこの度、エキュメニカルな視点から
の共同翻訳作業が進み、新しいモンゴル・ユニオン聖書協会
の誕生となりました。昨年アメリカと54年ぶりに国交を回復
させたキューバへの聖書普及と共にお祈りいただき、ご支援
を賜れば幸いです。

ソア4 3号発行によせて

チンギスハーンの巨像
社会主義の放棄から四半世紀を経てエキュ
メニカルな聖書協会が誕生し、原典からの
聖書翻訳が進められているモンゴルと、教
勢の急激な伸びとともに聖書が強く求めら
れているキューバ。今最も支援を必要とし
ている、この二つの国の「聖書」の現状に
ついてレポートします。──編集部

モンゴル、キューバは今特集

 

モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
史

  

モ
ン
ゴ
ル
国
は
、日
本
で
は
い
わ
ゆ
る
「
外
モ
ン
ゴ
ル
」

と
呼
ば
れ
、
一
九
一
一
年
に
起
こ
っ
た
辛
亥
革
命
の
際
、

中
国
・
清
朝
か
ら
独
立
し
た
地
域
を
国
土
の
由
来
と
し

て
い
ま
す
。
中
国
と
ロ
シ
ア
と
い
う
大
国
に
挟
ま
れ
て

影
響
を
受
け
、
一
九
二
二
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
成
立

す
る
と
、
そ
の
二
年
後
に
は
世
界
で
二
番
目
の
社
会
主

義
国
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

以
後
、
ソ
連
の
衛
星
国
と
し
て
歩
み
を
と
も
に
し
、

八
〇
年
代
後
半
か
ら
ソ
連
で
進
め
ら
れ
た
「
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
」
に
伴
う
社
会
主
義
体
制
の
弱
体
化
の
中
で
、

九
〇
年
に
は
社
会
主
義
を
放
棄
し
、
ソ
連
崩
壊
後
の

九
二
年
に
は
新
憲
法
の
下
に
、
国
名
を
現
在
の
「
モ
ン

ゴ
ル
国
」
と
改
称
、
民
主
国
家
と
な
り
ま
し
た
。

 

モ
ン
ゴ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
会

　
「
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
」
が
成
立
し
た
時
、
モ
ン
ゴ

ル
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
施
設
の
没

収
、
僧
侶
の
強
制
還
俗
な
ど
の
反
宗
教
運
動
を
行
い
、

す
べ
て
の
宗
教
活
動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
ソ
連
の
崩
壊
の
過
程
で
、
九
〇
年
頃
か
ら
公
の
宗

教
活
動
、
伝
道
活
動
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
二

年
に
発
布
さ
れ
た
新
憲
法
で
は
信
教
の
自
由
が
保
障
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
も
積
極

的
に
行
わ
れ
、
多
く
の
教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
初
期
に
建
て
ら
れ
た
教
会
の
歴
史
は
二
〇
年
程
、
ま

た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
牧
師
も
三
〇
～
四
〇
代
の
若
い
世
代

社会変化の中で必要とされる聖書

モンゴル

ウランバートル

聖書を喜ぶ子どもたちウランバートル郊外にそびえる
巨大なチンギスハーン像

モンゴルでは
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が
担
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
的
に
教
会
に
は
若
い
勢
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

 

モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
翻
訳

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
伝
道
の
拡
大
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル

語
聖
書
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
〇
年
に
民
主

化
後
初
め
て
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新
約
聖
書
が
、
聖
書
協
会

世
界
連
盟
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
香
港
で
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
、
ギ
ベ
ン
ス
の
翻
訳
に
よ

る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
も
翻
訳
作

業
が
始
ま
り
、
そ
の
一
つ
に
、
日
本
人
宣
教
師
の
北
村

彰
秀
師
（
モ
ン
ゴ
ル
聖
書
宣
教
会
）
を
中
心
と
し
た
聖

書
原
典
か
ら
の
翻
訳
事
業
の
他
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師

レ
ザ
ー
ウ
ッ
ド
と
日
本
人
宣
教
師
の
嶌し

ま

村む
ら

貴
師
に
よ
る
、

教
派
を
超
え
た
「
モ
ン
ゴ
ル
聖
書
翻
訳
委
員
会
」
に
よ

る
翻
訳
事
業
が
あ
り
、
後
者
は
初
め
て
の
旧
新
約
全
巻

を
揃
え
た
「
委
員
会
訳
モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
」
を

二
〇
〇
〇
年
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

 

モ
ン
ゴ
ル
の
聖
書
協
会

　

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
民
主
化
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
の
翻

訳
と
聖
書
普
及
の
支
援
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

九
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
Ｕ
Ｂ
Ｓ
版
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新
約

聖
書
の
翻
訳
を
手
が
け
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
ギ
ベ
ン
ス
は
、

そ
の
後
モ
ン
ゴ
ル
聖
書
協
会
（B

ible Society of 
M

ongolia

─
Ｕ
Ｂ
Ｓ
非
加
盟
）
を
組
織
し
、
モ
ン
ゴ
ル

国
内
で
の
聖
書
全
巻
翻
訳
を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
人
中
心
の
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
翻
訳

方
針
を
め
ぐ
る
対
立
に
よ
っ
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
の
関
係
が
崩

れ
、
二
〇
〇
〇
年
頃
に
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
袂
を
分
か
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
モ
ン
ゴ
ル
聖
書
翻
訳
委
員
会
」が
訳
し
た「
委

員
会
訳
モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
」
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、二
〇
〇
三
年
に
こ
の
委
員
会
は
「
モ
ン
ゴ
ル
・

ユ
ニ
オ
ン
聖
書
協
会
（M

ongolian U
nion B

ible 
Society

─
以
下
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）」
と
改
名
し
、
翌
年
に
は

「
改
訂
版
モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｂ

Ｓ
で
は
こ
の
団
体
を
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
、
教
派
を
超

え
た
聖
書
協
会
と
し
て
、
唯
一
の
支
援
先
団
体
と
し
て

認
め
、
積
極
的
な
支
援
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
現
在
頒
布
し
て
い
る
聖
書
は
、

英
語
な
ど
他
言
語
か
ら
の
翻
訳
で
、
聖
書
原
典
か
ら
の

翻
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
四
年
か
ら

「
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
原
典
か
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
翻

訳
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
二
八
年
ま
で

の
完
成
を
目
指
し
て
新
し
い
翻
訳
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
ガ
ラ
ム
・
バ
ヤ

ル
ジ
ャ
ル
ガ
ル
師
は
、
二
〇
一
三
年
に
モ
ン
ゴ
ル
国
籍

と
し
て
初
め
て
聖
書
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
人
物

で
す
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
こ
の
新
し
い
翻
訳
事
業

を
評
価
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
定
め
る
聖
書
協
会
の
必
要
条
件

を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、
今
年
五
月
に
行
わ
れ
る
Ｕ

Ｂ
Ｓ
世
界
大
会
で
正
式
加
盟
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
隣
国
、
モ
ン
ゴ
ル
に
Ｕ
Ｂ

Ｓ
加
盟
の
聖
書
協
会
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

翻
訳
を
支
え
る
日
本
人
宣
教
師

　

Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
日
本
人
の
聖
書
学
者
で
あ
る
嶌
村

貴
先
生
（
津
久
野
キ
リ
ス
ト
恵
み
教
会
派
遣
宣
教
師
）

が
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。
嶌
村
先
生
は
二
〇
年
以
上

モ
ン
ゴ
ル
語
聖
書
の
翻
訳
に
関
わ
ら
れ
、「
委
員
会
訳
モ

ン
ゴ
ル
語
聖
書
」
初
版
の
翻
訳
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ

り
ま
す
。
現
在
も
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
在
住
し
、
神
学

校
で
聖
書
学
を
教
え
る
傍
ら
、
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
翻
訳
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
重
要
な
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
活
動
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

 

隣
国
の
兄
弟
姉
妹
と
し
て

　

昨
年
六
月
に
日
本
聖
書
協
会
総
主
事
・
渡
部
信
と
募

金
部
・
高
橋
章
子
が
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
同

労
の
聖
書
協
会
か
ら
最
初
に
訪
ね
て
く
れ
た
兄
弟
姉

妹
」
と
し
て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
案
内
さ
れ
た
の
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内

で
行
わ
れ
て
い
た
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

の
会
場
で
し
た
。
広
い
体
育
館
で
は
教
会
主
催
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
複
数
の
競
技
が
行

わ
れ
て
い
て
、
会
場
に
は
聖
書
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
理
事
や
ス
タ
ッ
フ
も
聖

書
の
販
売
、
大
会
運
営
、
そ
し
て
競
技
に
と
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
所
を
訪
ね
て
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

聖
書
頒
布
状
況
の
説
明
を
受
け
、
近
く
の
ブ
ッ
ク
ス
ト

ア
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
労
の
外
国
の
聖
書
協
会

ス
タ
ッ
フ
と
話
す
の
は
Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
よ
う
で
、
聖
書
の
翻
訳
や
頒
布

に
対
す
る
思
い
、
そ
し
て
聖
書
協
会
の
運
営
に
つ
い
て

ま
で
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
韓
国
や
中
国
と
並
び
、
日
本
聖
書
協

会
に
と
っ
て
隣
人
の
聖
書
協
会
と
な
り
ま
す
。
新
し
い

北
東
ア
ジ
ア
の
隣
人
と
し
て
、
支
え
あ
う
絆
を
深
め
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
日
本
聖
書
協
会
は
Ｍ
Ｕ

Ｂ
Ｓ
の
た
め
に
、
二
〇
一
六
年
か
ら
「
モ
ン
ゴ
ル
聖
書

募
金
」
の
特
別
募
金
を
展
開
し
、
支
援
を
し
て
参
り
ま

す
。
日
本
と
の
絆
を
強
く
持
つ
モ
ン
ゴ
ル
の
聖
書
協
会

を
ぜ
ひ
祈
り
に
お
覚
え
く
だ
さ
り
、
翻
訳
事
業
へ
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特集

モンゴル・ユニオン聖書協会の聖書翻訳プロジェクトリー
ダーを務めるガラム・バヤルジャルガル博士を東京にお
迎えし「原典からのモンゴル語聖書翻訳の実現を目指し
て」と題して、モンゴルでの貴重な聖書翻訳の働きにつ
いて講演会を開催いたします。講演の後、質疑応答と交
流の時間も持つ予定です。

日時：2016年3月18日(金)　15:00～17:00
会場：日本基督教団　銀座教会　5F集会室

モンゴル語聖書翻訳者 
講演会

参加
無料 東京で開催

書店の宗教書コーナー
中段右端が聖書

モンゴル語聖書
クリスチャンスポーツ大会での聖書頒布 クリスチャンスポーツ大会 モンゴル語聖書翻訳チーム
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
所
属
す
る
各
国
聖
書
協

会
が
キ
ュ
ー
バ
国
内
に
質
の
高
い
聖
書
を
供
給
す
る
と

い
う
目
標
の
下
に
、
輸
送
手
段
の
確
保
や
、
教
会
と
の

関
係
構
築
、
聖
書
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
若
い
世

代
へ
の
広
報
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
総
合
的
な
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
二
〇
一
五
年
度
、
日
本
か
ら

送
ら
れ
た
二
、三
四
一
、四
二
九
円
の
支
援
金
は
、
学
校

や
教
会
で
聖
書
を
教
え
る
先
生
た
ち
へ
の
聖
書
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
と
、
教
科
書
で
も
あ
る
聖
書
の
供
給
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
は
八
月
と
一
〇

月
に
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
七
〇
〇
名
の
教
師
た
ち
が

参
加
し
、
教
師
と
そ
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
九
、〇
〇
〇

冊
の
聖
書
テ
キ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
た
と
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
皆
様
の
献
金
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の
思
い
で
す
。

　
「
一
〇
〇
万
冊
の
聖
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

二
〇
一
五
年
度
で
約
七
〇
％
ま
で
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
に
聖
書
が
行
き
渡
る
こ
と
で
、
教
会
は
血
が
通
っ

た
よ
う
に
活
き
活
き
と
し
、
生
活
の
困
難
と
闘
っ
て
い

る
人
々
も
人
生
に
新
し
い
希
望
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
聖
書
協
会
は
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
「
キ
ュ
ー

バ
聖
書
募
金
」
を
展
開
し
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の
支
援
を
さ

ら
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
二
〇
一
八
年
ま
で
継
続
す
る
予
定
で
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
聖
書
を
手
に
す
る
機
会
を
得
て
新
た

に
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
お
祈
り
と
献
金
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

キ
ュ
ー
バ
の
現
状

  

日
本
聖
書
協
会
は
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
キ
ュ
ー
バ
へ

の
聖
書
頒
布
活
動
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
六
月
に
総
主
事
・
渡
部
信
が
キ
ュ
ー
バ
を

訪
問
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
経
済
封
鎖
を
受
け
て
き
た
同

国
の
経
済
状
況
の
厳
し
さ
と
聖
書
の
必
要
を
目
の
当
た

り
に
し
て
か
ら
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
ア

メ
リ
カ
と
キ
ュ
ー
バ
と
の
関
係
は
急
転
直
下
し
、
昨
年

四
月
に
は
五
九
年
ぶ
り
の
キ
ュ
ー
バ
・
ア
メ
リ
カ
の
首

脳
会
談
が
実
現
、
七
月
に
は
国
交
回
復
が
正
式
に
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
国
際
社
会
の
中
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
長
き
に
わ

た
っ
た
経
済
封
鎖
が
国
民
の
生
活
に
与
え
た
影
響
は
色

濃
く
残
っ
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
支
援
が

可
能
と
な
っ
た
今
日
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
増
加
を
続
け

る
中
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
教
会
は
質
の
高
い
聖
書
を
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

 

一
〇
〇
万
冊
の
聖
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

キ
ュ
ー
バ
支
援
の
た
め
の
「
一
〇
〇
万
冊
の
聖
書
プ

　

キ
ュ
ー
バ
で
は
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
は
急
成
長
を
遂
げ

て
い
て
、
教
会
の
数
は
五
〇
〇
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
三
五
も
の
新
し
い
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
が
作
ら
れ
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
育
は
膨
大
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
七
万
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が

教
会
学
校
に
参
加
し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
一
〇
〇
万
冊
の
聖
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
る
前

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
会
員
は
自
分
の
聖
書
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
新
入
会
員
に
新
約
聖
書
く
ら

い
は
差
し
上
げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年

配
の
教
会
員
も
文
字
の
大
き
な
聖
書
が
必
要
で
す
。

私
は
も
っ
と
聖
書
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
に
泣
い

て
祈
り
ま
し
た
。

　

聖
書
を
学
ぶ
こ
と
は
、
教
会
の
中
で
狂
信
や
異
端
を

防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
対
抗
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

念
願
の
聖
書
を
手
に
し
、
聖
書
の
学
び
も
活
発
に
な
っ

て
、
よ
り
多
く
の
牧
師
や
宣
教
師
を
要
請
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
キ
ュ
ー
バ
の
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
で
一
〇
年
間

働
き
、
二
年
前
か
ら
バ
イ
ブ
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
最
初
に
聖
書
を
手
に
し
た
の
は
一一
歳
の
時
で

す
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
ス
ペ
イ
ン
語
の
『
レ
イ
ナ
・
バ

レ
ラ
版
』
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
聖
書
は
も
う
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
だ
聖
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
贈
る
べ

き
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
最
初
に
暗
唱
し
た
聖
句
は
、
詩
編
二
三
編
の

「
主
は
羊
飼
い
」
で
す
。
こ
れ
は
キ
ュ
ー
バ
の
若
い
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
た
ち
に
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
聖
句
で
す
。
す

ぐ
に
こ
の
聖
句
の
賛
美
歌
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　
一
、〇
〇
〇
冊
の
聖
書
が
欲
し
い
、
と
頼
ま
れ
た
の
に

断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
本
当
に
つ
ら
い
で
す
。

今
は
「
五
〇
〇
冊
な
ら
用
意
で
き
ま
す
」
と
答
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
少
し
が
っ
か
り
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
い
つ
か
、
聖
書
を
求
め
て
い
る

人
々
に
、
彼
ら
が
望
む
だ
け
の
数
の
聖
書
を
提
供
で
き

る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

特集

聖
書
を
得
る
た
め
に

神
に
泣
い
て
祈
り
ま
し
た

す
べ
て
の
人
に
、聖
書
を

配
れ
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す

エディ・ゴンザレス・
デル・リオ（42歳）

ライザ・ルビーロ・
ローシェ（29歳）

キューバ・イースタン・
バプテスト神学校校長・
牧師

キューバ・バイブル・
コミッション協力者

小学校の授業風景ぼろぼろになってしまった聖書聖書にキスをするレイナ聖書を学ぶ子どもたち

聖書頒布のようす

キューバ

ハバナ

Cuba stories from Norwegian BS Dec.2013（UBS website）より

証し1

証し2

キューバでは
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新
共
同
訳
聖
書
で
は
底
本
か
ら
離
れ
た
場
合
で
も

何
の
注
記
も
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
い
聖
書
で
は
注

を
付
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
聖
書
協
会
に
寄

せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
聖
書
の

訳
文
が
過
去
の
聖
書
と
あ
ま
り
に
違
う
と
戸
惑
っ
て

し
ま
わ
れ
る
読
者
の
方
が
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
上
記
の
よ

う
な
必
要
に
応
え
て
、
本
文
注
付
き
の
聖
書
も
作
成

さ
れ
る
方
針
で
す
。
こ
こ
で
は
以
下
に
本
文
注
が
付

け
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

底
本
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
文
（
マ
ソ
ラ
・
テ
キ
ス
ト
）

が
、
他
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
や
七
十
人
訳
ギ
リ
シ
ア

語
聖
書
な
ど
と
異
な
り
、
本
文
を
修
正
す
る
、
あ
る

い
は
し
な
い
場
合
な
ど
に
注
を
付
け
ま
す
。
あ
る
い

は
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
原
文
に
な
い
語
や

句
を
付
け
加
え
る
場
合
で
す
。
例
え
ば
創
世
記
4
章

8
節
の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
カ
イ
ン
が
弟
ア
ベ
ル
に
言
葉
を
か
け
、
二
人
が
野

原
に
着
い
た
と
き
、」（
新
共
同
訳
）

「
カ
イ
ン
は
弟
ア
ベ
ル
に
言
っ
た
、『
さ
あ
、
野
原
へ

行
こ
う
』。
彼
ら
が
野
に
い
た
と
き
、」（
口
語
訳
）

　
「
さ
あ
、
野
原
へ
行
こ
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
七

十
人
訳
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
に
あ
る
も
の
で
、
底
本
の

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
詞
「
言
う
」

の
あ
と
に
、
何
の
言
葉
も
な
い
よ
り
は
、「
さ
あ
、

野
原
へ
行
こ
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
ほ
う
が
筋

が
通
る
こ
と
は
通
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
外
国

語
訳
で
も
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
あ
り
、
口

語
訳
聖
書
も
そ
う
し
て
い
ま
す
が
、
新
共
同
訳
聖
書

は
底
本
に
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、

「
本
文
注
」
に
説
明
が
あ
り
ま
す
と
、
違
う
翻
訳
に

出
会
っ
た
と
き
、
こ
れ
は
誤
訳
で
は
な
い
か
な
ど
の

困
惑
が
避
け
ら
れ
ま
す
。

　

出
エ
ジ
プ
ト
記
15
章
8
節
に
は
、
葦
の
海
で
イ
ス

ラ
エ
ル
の
民
の
あ
と
を
追
っ
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
軍

を
、
主
な
る
神
が
海
の
藻
屑
と
さ
れ
た
後
、
モ
ー
セ

が
そ
れ
を
感
謝
し
て
歌
う
「
海
の
歌
」
の
中
に
次
の

よ
う
な
文
言
が
あ
り
ま
す
。

「
憤
り
の
風
に
よ
っ
て
、
水
は
せ
き
止
め
ら
れ
」（
新

共
同
訳
） 

「
あ
な
た
の
鼻
の
息
に
よ
っ
て
水
は
積
み
か
さ
な

り
、」（
口
語
訳
）  

　

一
方
は
「
憤
り
の
風
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
方

は
「
鼻
の
息
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
原
文
が

こ
の
よ
う
に
異
な
っ
て
訳
さ
れ
る
の
は
、
原
語
の
持

つ
意
味
の
解
釈
に
よ
る
も
の
で
す
。
鼻
あ
る
い
は
憤

聖書セミナー 

ひらぎ  あけお

り
と
訳
さ
れ
た
単
語
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
ア
フ
」

と
言
い
、
鼻
、
顔
、
憤
り
な
ど
の
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
憤
り
と
い
う
の
は
、
鼻
か
ら
の
息
が
荒
く
な

る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
風
あ
る
い
は
息
と
訳
さ
れ
た
単
語

は
、「
ル
ー
ア
ハ
」
と
言
い
、
風
、
息
、
霊
な
ど
の

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
霊
と
い
う
の
は
、
風
や
息

な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
な
い
が
動
き
働
く
力
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
原
文
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に

よ
っ
て
翻
訳
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。「
憤
り
の
風
」

と
訳
す
の
は
、
神
の
エ
ジ
プ
ト
軍
に
対
す
る
怒
り
の

心
情
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、「
鼻
の
息
」
と
訳
す
の

は
、
神
の
行
為
を
擬
人
的
に
と
ら
え
て
訳
し
た
も
の

で
す
。

　

洪
水
物
語
の
中
で
、
洪
水
後
、
神
は
も
う
二
度
と

洪
水
は
お
こ
さ
な
い
と
ノ
ア
と
契
約
を
立
て
、
そ
の

し
る
し
と
し
て
雲
の
中
に
虹
を
置
く
と
言
わ
れ
ま

す
。
た
だ
、
創
世
記
9
章
13
節
の
和
訳
で
は
「
虹
」

で
す
が
、
直
訳
で
は
「
弓
」
で
す
。 　

「
わ
た
し
は
雲
の
中
に
わ
た
し
の
虹
を
置
く
。」（
新
共
同
訳
）

「
わ
た
し
は
雲
の
中
に
わ
た
し
の
弓
を
置
く
。」（
直
訳
）  

　

新
共
同
訳
聖
書
の
虹
と
い
う
訳
語
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
の
「
ケ
シ
ェ
ト
」
を
訳
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の

語
の
原
義
は
弓
で
す
。
雲
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
が
虹
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
多
く
の
諸
外
国
語
訳
は
そ
の
ま
ま
弓
と
訳
し
て

い
ま
す
。
外
国
語
で
虹
は
、R

レ

イ

ン

ボ

ー

ainbow

（
英
語
）、

R

レ
ー
ゲ
ン
ボ
ー
ゲ
ン

egenbogen

（
独
語
）、A

ア
ル
カ
ン
シ
エ
ル

rc-en-ciel

（
仏
語
）
な
ど
、

雨
あ
る
い
は
天
と
弓
と
の
組
み
合
わ
せ
で
虹
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
理
解
は
困
難
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
語
で
は
、
漢
字
の
虹
―
こ
れ
は
天
に
い
る
龍

ま
た
は
蛇
が
雨
を
降
ら
す
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す

―
が
使
わ
れ
、
弓
と
の
関
連
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
日
本
で
は
、
弓
張
り
月
、
白
真
弓
と
い
う
よ
う
に
、

弓
は
月
と
の
関
連
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら

も
天
に
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
。

　

た
だ
こ
こ
で
は
や
は
り
、
弓
の
意
味
は
大
き
く
、

弓
が
戦
争
の
武
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
が
そ
れ
を

取
り
上
げ
て
戦
争
の
し
る
し
を
平
和
の
し
る
し
と
し

た
、
も
う
決
し
て
弓
は
使
わ
な
い
、
あ
る
い
は
神
が

弓
を
持
っ
て
見
張
っ
て
い
る
な
ど
の
意
味
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
洪
水
後
、
弓
の
意
味
が

変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
洪
水
以
前
と
洪
水
以
後

の
状
況
変
化
を
端
的
に
弓
が
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
「
虹
」
と
訳
出
し
た
だ
け
で
は
、「
弓
」

の
持
つ
意
味
が
日
本
語
で
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
こ
と
を
「
本
文
注
」
で
「
原
語
は
弓
」
な
ど
と

注
記
す
れ
ば
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
主
な
る
神
は
、
土
（
ア
ダ
マ
）
の
塵

で
人
（
ア
ダ
ム
）
を
形
づ
く
り
」（
創
世
記
2
章
7
節
、

新
共
同
訳
）
等
の
原
語
の
言
葉
遊
び
、
地
名
や
人
名

の
由
来
な
ど
を
示
し
た
い
場
合
に
も
本
文
注
が
付
け

ら
れ
ま
す
。
新
し
い
翻
訳
で
は
そ
れ
ら
は
本
文
中
で

は
な
く
、
本
文
注
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
本
文
注
が
付
く
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に

原
文
が
持
つ
意
味
の
幅
の
広
さ
や
深
さ
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
神
の
言
葉
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

Characteristics of the New Translation / Akeo Hiragi
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別
訳
―
底
本
通
り
の
訳
で
も
、

い
く
つ
か
重
要
な
訳
が
あ
る
場
合

異
本
―
底
本
か
ら
離
れ
る
場
合

は
じ
め
に

お
わ
り
に

原
語
―
原
語
の
意
味
の
説
明
が

あ
る
と
よ
い
と
思
わ
れ
る
場
合

新しい翻訳聖書の特徴
－本文注－
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い
て
調
べ
て
み
る
と
、
中
扉
の
下
方
右
隅
に
「
斎

藤
勇た

け
し

」
と
読
め
る
角
印
が
押
さ
れ
て
あ
る
。
あ
の

高
名
な
英
文
学
者
斎
藤
勇
か
と
思
っ
た
が
、
斎
藤

勇
と
い
う
よ
う
な
名
前
は
少
な
く
な
い
。
ペ
ー
ジ

を
く
っ
て
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
前
述
し
た
ギ
リ

シ
ア
語
を
は
じ
め
引
用
さ
れ
て
い
る
英
文
聖
書
な

ど
か
ら
、
し
だ
い
に
英
文
学
者
斎
藤
勇
の
所
持
し

た
も
の
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
斎
藤
所
有
の
聖
書
に
間
違
い
な
い
と
断
定

す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
コ
リ
ン
ト
人
へ

の
後
の
書
一
章
二
〇
節
の
欄
外
に
記
さ
れ
た
斎
藤

の
書
き
込
み
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
一
九
〇
八
年

二
月
八
日
、
忠
愛
之
友
倶
楽
部
に
お
け
る
植
村
先

生
の
話
の
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
実
は

斎
藤
勇
著
『
思
い
出
の
人
々
』（
新
教
出
版
、
一
九
六

五
年
）
に
よ
る
と
、
当
時
仙
台
に
あ
っ
た
第
二
高
等

学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
斎
藤
た
ち
は
、
直
接
植
村

　　

古
書
店
巡
り
を
し
て
い
た
時
、
変
わ
っ
た
背
表

紙
の
日
本
語
訳
新
約
聖
書
が
目
に
と
ま
っ
た
。
よ

く
み
れ
ば
背
の
装
丁
が
破
損
し
て
手
製
の
修
理
を

加
え
た
聖
書
で
あ
る
。
背
に
は
「
新
約
聖
書
改
訳
」

と
墨
書
し
て
あ
る
。
奥
付
に
は
「
大
正
八
年
六
月

五
日
発
行
、
大
正
十
四
年
三
月
一
日
改
版
発
行
、

米
国
聖
書
協
会
」
と
あ
る
。
中
を
開
い
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
書
き
込
み
が
み
ら
れ
、

そ
れ
も
ギ
リ
シ
ア
語
、
英
語
が
多
い
。
直
観
的
に

た
だ
人
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
入
手
だ
け
は

し
て
お
い
た
。

　

そ
の
聖
書
の
存
在
は
、
し
ば
ら
く
忘
れ
た
ま
ま

長
年
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
少
し

前
、
転
居
も
あ
っ
て
書
棚
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、

久
し
ぶ
り
に
そ
の
聖
書
が
現
れ
た
。
や
や
落
ち
着

戦
中
の
愛
読
書

斎
藤
勇
の
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

出
会
い

戦
中
に
親
し
む

Human and the Bible “Takeshi Saito and the Bible” / Norihisa Suzuki
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校
の
講
演
会
に
登
場
す
る
人
々
を
興
奮
し
て
描
く

気
持
ち
に
通
じ
て
い
た
。

　

斎
藤
は
英
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

東
京
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
と
植
村
正
久
の
富
士

見
町
教
会
に
出
席
、
そ
の
没
後
は
高
倉
徳
太
郎
の

戸
山
教
会
（
の
ち
信
濃
町
教
会
）
に
転
じ
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
英
訳
聖
書
に
深
い
関
心
を
抱
き
、
戦

中
の
著
作
で
あ
る
『
文
学
と
し
て
の
聖
書
』（
研
究
社
、

一
九
四
四
年
）
で
は
、
聖
書
の
成
立
、
英
訳
の
歴
史

な
ど
が
記
さ
れ
、
特
に
欽
定
訳
（A

uthorized 

V
ersion

）
を
高
く
評
価
、
英
文
学
に
お
け
る
聖
書

の
大
き
な
役
割
を
説
い
た
。
一
方
、
聖
書
の
日
本

語
訳
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
、
日
本
学
士
院
会
員

時
代
に
は
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
に
「
邦
訳
聖
書

の
文
体
」
を
寄
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

斎
藤
の
聖
書
の
上
方
の
欄
外
に
は
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
読
ん
だ
日
付
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ヨ
ハ
ネ
伝
福
音
書
の
は
じ
め
に
は
、「
一
九
四
五

年
／
昭
和
二
十
年
六
月
、
空
襲
警
報
頻
発
の
時
よ

り
読
み
始
む
」

　

使
徒
行
伝
の
末
尾
に
は
、「
使
徒
行
伝
読
了
／
昭

和
二
十
年
七
月
三
十
日
／
大
戦
愈い

よ

々い
よ

利
な
し
」

　

ロ
マ
人
へ
の
書
一
二
章
末
尾
の
上
欄
に
は
「
昭

和
二
十
年
八
月
十
六
日
朝
之
を
認
む
」

　

最
後
の
日
付
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
の
敗
戦
日

の
翌
朝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
英
訳
聖
書
の
Ａ
Ｖ
（
欽

定
訳
）
と
Ｒ
Ｖ
（
改
訂
訳
）
か
ら
「
た
だ
神
の
怒

い
か
り

に
任

せ
ま
つ
れ
」（
一
九
節
）
に
あ
た
る ̒

give place unto 
w

rathʼ 

、
ウ
ェ
イ
マ
ス
（W

eym
outh,R.Francis

）
の

改
訳
聖
書
か
らʻ

give w
ay before angerʼ 

な
ど

の
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
敗
戦
を
迎
え
た
斎

藤
の
心
境
で
あ
ろ
う
か
。

　

斎
藤
勇
は
一
九
八
二
年
、
九
五
歳
で
生
涯
を
終

え
る
。
そ
の
最
期
に
関
し
て
当
時
の
新
聞
な
ど
で

大
き
く
報
道
さ
れ
た
た
め
こ
こ
で
は
く
り
返
さ
な

い
が
、
こ
の
ロ
マ
書
へ
の
書
き
込
み
の
言
葉
が
思

い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

か
ら
コ
リ
ン
ト
後
書
一
章
二
〇
節
を
引
用
し
た
話

を
聞
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

半
世
紀
も
昔
に
な
る
が
、
斎
藤
勇
本
人
の
話
を

一
度
だ
け
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
確
か
『
植

村
正
久
と
其
の
時
代
』
の
復
刻
出
版
を
記
念
す
る

式
典
が
教
文
館
で
行
わ
れ
た
時
と
思
う
。
会
場
に

は
石
原
謙
も
出
席
し
て
い
た
。
高
齢
の
両
碩せ

き

学が
く

の

登
壇
の
印
象
は
、
ま
る
で
島
崎
藤
村
が
『
桜
の
実

の
熟
す
る
時
』
に
お
い
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
夏
期
学

斎
藤
勇
旧
蔵
の
新
約
聖
書

斎藤勇88歳
『斎藤勇著作集』第一巻（研究社1975年）より転載

敗戦翌日の書き込み

聖
書
へ
の
関
心
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エ
ッ
セ
ー ル

タ
ー
・
聖
書
を
持
っ
て
歩
く
旅

立
野
泰
博
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立野泰博（たての・やすひろ）　
日本福音ルーテル大江・宇土教会牧師

れ
た
実
感
が
な
い
。
そ
の
生
活
の
中
で
ル
タ
ー
は
叙
階
を
う
け
て
司
祭
と
な
る
。
初
め
て
の
ミ
サ
の

時
、
聖
壇
に
立
っ
た
ル
タ
ー
は
失
神
し
て
し
ま
う
。「
小
さ
な
罪
人
に
す
ぎ
な
い
私
が
神
に
向
か
っ
て

呼
び
か
け
て
い
る
」
と
ミ
サ
を
中
断
し
て
し
ま
う
。
修
道
院
の
礼
拝
堂
は
、
純
粋
に
み
言
葉
と
向
き

合
う
信
仰
者
と
し
て
の
ル
タ
ー
に
出
会
う
格
好
の
場
所
だ
。
聖
壇
の
前
に
立
つ
自
分
に
は
そ
ん
な
純

粋
な
信
仰
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
は
「
神
の
義
の
発
見
」
に
そ
こ
か
ら
導
か
れ
て
い
く
。

　
一
五
一
七
年
、
ル
タ
ー
が
提
出
し
た
「
九
五
箇
条
の
提
題
」
は
大
き
な
波
紋
を
呼
び
、
一
五
二
一

年
一
月
三
日
、
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
ル
タ
ー
破
門
の
大
勅
令
が
出
た
。
決
定
を
う
け
て
ウ
ォ
ル
ム
ス
の

国
会
が
開
か
れ
、
持
論
の
撤
回
を
求
め
ら
れ
る
が
、
ル
タ
ー
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
。

　
ウ
ォ
ル
ム
ス
か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
帰
る
途
中
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
騎
士
団
に
連
れ
去
ら
れ

た
場
所
が
、
世
界
遺
産
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
あ
る
。
ル
タ
ー
は
こ
こ
で
聖
書
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳

し
て
い
る
。
聖
書
協
会
の
旅
と
し
て
一
番
の
見
ど
こ
ろ
。
ル
タ
ー
が
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
か
ら
、

い
ま
日
本
語
で
聖
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ル
タ
ー
は
一
〇
週
間
で
新
約
聖
書
を
翻
訳
し
て
い

る
。
徹
底
的
に
聖
書
と
共
に
生
き
た
ル
タ
ー
だ
か
ら
で
き
た
。
聖
書
を
翻
訳
し
た
部
屋
に
身
を
置
い

た
時
、
や
は
り
「
聖
書
の
み
」
が
神
の
み
言
葉
で
あ
り
、
権
威
な
の
だ
と
感
じ
た
。

　
ル
タ
ー
は
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
死
す
。
狭
心
症
だ
っ
た
。
ル
タ
ー
最
期
の
家
は

記
念
館
に
な
っ
て
お
り
、
ル
タ
ー
の
心
臓
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示
に
は
驚
い
た
。
ル
タ
ー
の
デ
ス
マ
ス

ク
、
遺
体
が
寝
か
さ
れ
て
い
た
木
の
ベ
ッ
ド
も
あ
っ
た
。
意
外
と
小
さ
い
の
で
驚
い
た
。
そ
こ
で
学

芸
員
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。「
こ
こ
に
ル
タ
ー
が
死
の
直
前
に
落
書
き
し
た
机
が
あ
り
ま
す
よ
。
彼

は
こ
こ
に
『
我
々
は
乞
食
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
で
あ
る
』
と
書
い
て
い
ま
す
。
ル
タ
ー
の
信
仰
が
『
神

の
乞
食
』
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
。
ル
タ
ー
と
聖
書
は
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
る
み
言
葉
の

み
を
追
い
求
め
、
そ
れ
な
し
に
は
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
関
係
だ
っ
た
と
思
う
。

　
ル
タ
ー
の
足
跡
を
巡
り
な
が
ら
、
い
つ
も
聖
書
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ル
タ
ー
が
「
聖
書
の
み
」
と

言
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
信
仰
生
活
の
中
心
だ
っ
た
。
聖
書
協
会
が
こ
の
旅
を
企
画
し
た
の
は
素
晴
ら

し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
ル
タ
ー
と
聖
書
を
味
わ
う
旅
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　
日
本
聖
書
協
会
・
教
文
館
の
共
同
企
画
に
よ
る
、
ル
タ
ー
巡
礼
の
旅
に
参
加
し
た
。
宗
教
改
革
五

〇
〇
年
記
念
に
は
ち
ょ
っ
と
早
い
な
と
思
っ
て
い
た
が
、「
行
く
な
ら
今
で
し
ょ
」
と
い
う
感
動
の

旅
と
な
っ
た
。
手
に
は
新
共
同
訳
聖
書
を
持
っ
て
。
こ
の
旅
で
驚
い
た
こ
と
は
、
ル
タ
ー
の
生
家
か

ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
城
教
会
ま
で
、
す
べ
て
の
史
跡
が
新
し
く
整
備
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
ル
タ
ー
の
旅
は
宗
教
改
革
の
町
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
。
い
や
シ
ュ
ト
ッ
テ
ル
ン
ハ
イ
ム
か
ら

だ
。
大
学
で
法
学
を
学
ん
で
い
た
ル
タ
ー
は
生
家
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
で
の
帰
省
を
終
え
、
エ
ア
フ
ル

ト
の
大
学
に
戻
る
途
中
、
雷
に
打
た
れ
た
。
そ
の
瞬
間
に
世
界
の
歴
史
が
動
き
出
す
。
キ
リ
ス
ト
教

に
と
っ
て
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
ル
タ
ー
は
そ
の
時
「
聖
ア
ン
ナ
様
、
お
助
け
く
だ
さ

い
。
私
は
修
道
士
に
な
り
ま
す
」
と
叫
ん
だ
。
神
様
の
召
し
は
ま
っ
た
く
突
然
に
始
ま
る
。

　
観
光
客
も
行
か
な
い
こ
の
場
所
に
立
つ
。
何
も
な
い
所
だ
が
、
そ
れ
が
ま
た
い
い
。
こ
こ
か
ら
宗

教
改
革
は
動
き
出
し
た
。
ル
タ
ー
は
エ
ア
フ
ル
ト
へ
の
道
を
再
び
歩
み
始
め
た
。
そ
の
足
は
大
学
に

で
は
な
く
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
修
道
院
に
向
か
っ
て
。
そ
こ
で
ル
タ
ー
は
聖
書
と
格
闘
す
る
。
つ
ま

り
詩
編
を
徹
底
的
に
読
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ル
タ
ー
の
時
代
、
エ
ア
フ
ル
ト
市
内
に
は
一
四
の
修
道
院
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ル
タ
ー
は
一
番

厳
格
な
修
道
院
を
選
ん
だ
。「
祈
り
、
か
つ
働
け
」
の
托
鉢
修
道
会
だ
っ
た
。
こ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
修
道
院
で
ル
タ
ー
は
徹
底
的
に
聖
書
を
読
ん
だ
。
詩
編
を
毎
日
何
回
も
読
ん
だ
。
朝
三
時
に
起

き
て
詩
編
を
読
み
祈
り
、
食
事
は
二
回
、
托
鉢
し
な
が
ら
徹
底
的
に
詩
編
を
読
ん
だ
。

　
ル
タ
ー
の
小
さ
な
部
屋
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
修
道
士
ル
タ
ー
の
生
活
が
よ
く
わ
か
る
展
示
が
あ

る
。
聖
書
協
会
の
旅
と
し
て
、
ル
タ
ー
が
徹
底
的
に
聖
書
を
読
ん
だ
所
に
立
て
て
よ
か
っ
た
。

　
修
道
士
と
し
て
の
ル
タ
ー
に
は
内
的
な
葛
藤
が
あ
っ
た
。
毎
日
何
度
も
懺ざ
ん

悔げ

を
し
て
も
罪
が
赦
さ

アイスレーベン　ルター像の前にて



詳細は決まり次第日本聖書協会ホームページにてお知らせいたします。イベントはいずれも参加無料です。（要申込）

詳細はJBSホームページ特設サイトをご覧ください。　bible.or.jp/movie_contest

新翻訳
ニュース

名古屋

仙 台

山 形 東 京

仙 台 神 戸金 沢

横 浜

金沢

第1回  聖書動画コンテスト2016
あなたこそ未来の聖書映像クリエイター！

募集期間： 2016年4月1日～10月31日
	 聖書の言葉、内容、聖句に着想を得、映像化し	
	 た、聖書にまつわるオリジナルの映像作品を募	
	 集いたします。優秀作品は聖書協会ホームペー	
	 ジで1年間使用させていただきます。

最優秀作品賞（1名）
賞金：20万円、副賞／大型ハーフボリュームバイブル革装
優秀賞（2名）賞金：5万円、作品賞（若干名）賞金：5万円
選考及び発表：11月中社内選考、特設ウェブサイト上で	
2016年12月発表予定、最優秀作品はJBS
ホームページにて使用させていただきます。

イヤーフックイヤホンつき

　2015年度は、翻訳者によって訳文を確定する翻訳者委員会が46回開かれ、多くの書
が次の段階である編集委員会に回されました。編集委員会は、本事業のプロセスの最終
段階にある委員会で、全聖書は4つの編集委員会に分かれています。2015年度は合計6
回の編集委員会が開かれ、旧約で12書、新約で18書、続編で4書の検討がなされました。
　また、今年も翻訳者による合宿を行いました。春には2015年3月22日から27日にイエ
ズス会日本殉教者修道院黙想の家（鎌倉）で、また、夏には8月23日から28日にベタニ

ア修道女会聖ヨゼフ山の家（栃木県那須）で行いました。春は約20名、夏は過去最大の33名（翻訳者26人、職員
とアルバイト7名）の参加者があり、翻訳者委員会と訳語検討会を開催しました。
　訳語検討会では、聖書の重要語の訳語調整、また、統一を行っています。宝石の名前や、ハーブの名前が見直
されました。その他、聖書時代の動植物の研究が進んでいるため、多くの訳語の変更が予定されています。

日時：		3月4日（金）18:00～20:00
会場：		imy（アイエムワイ）4F大会議室
講師： 小友		聡氏　
	 新聖書事業翻訳者兼編集委員、東京神学大学教授
	 日本キリスト教団中村町教会牧師

日時：		4月29日（金・祝）18:00～20:00
会場：	仙台トラストシティプラザ5F・カンファレンスルーム
講師： 吉田		新氏　
	 新聖書事業翻訳者兼編集委員、
	 東北学院大学文学部総合人文学科講師

日時：		 8月11日（木・祝）13:30～15:30
ゲスト： 市岡		裕子氏		ゴスペルシンガー

日時：	3月18日（金）15:00～17:00
会場：	日本基督教団		銀座教会5F集会室
※5ページの案内を併せてご覧ください

日時：	4月29日（金・祝）
	 13:00～15:30

日時：	9月17日（土）
	 13:00～15:30

作品募集！！

日時：7月16日（土）
	 13:00～15:30

日時：		3月11日（金）18:00～20:00
会場：	メルパルク横浜・2F	Kohaku（コハク）
講師： 浦野		洋司氏　
	 新聖書事業翻訳者兼編集委員、
	 カリタス女子短期大学教授

日時：		7月16日（土）18:00～20:00
会場：	石川県青少年総合研修センター		ユースパルいしかわ
講師： 住谷		眞氏　
	 新聖書事業翻訳者兼編集委員、
	 日本キリスト教会小平教会牧師､ 日本キリスト教会神学校講師

聖書が より身近に、親しみやすく
聖書は本来、「聴く本」でした　リスニングバイブルで実感できます

 ＂縦組ハーフボリュームバイブル＂シリーズ   待望の大型も選べます！

アートを飾って、聖書に親しむ 
額装キリスト教絵画のご案内

電子聖書  
Kindle版新共同訳新約聖書
発売中

聖書以外の便利機能
◦簡単録音機能で礼拝メッセージなどを吹き込めます。
◦FMラジオが聴けます。
◦パソコンにつないで、お好きな音楽を入れられます。
◦歩数計がついています。

サイズ：88×44.3×厚さ10mm　初回製作分限定価格
14,000円＋税（定価16,000円＋税）

			朗読音声サンプルCD（MP3版）をキリスト教専門書店にて
   プレゼント中。お求め前にご確認いただけます。

新共同訳の録音聖書（旧約聖書続編つき）を、信頼のTranscend社製の
MP3プレイヤーに収録しました。簡単な操作の、耳から味わう聖書です。

ハーフボリュームバイブルと申しますと、長くSOWERをお読みになっている方の中には横組
の別の聖書を思い浮かべる方もあるかと思います。現在そちらはハンディバイブルとして学
校等でもご好評いただいております。この度ご紹介したいのは、新共同訳の従来通りの縦組
のままページ数も文字サイズも変わらずに、3cmという驚異の薄さの旧新約66巻聖書です。

「キリスト教絵画」は、主を覚え、み言葉を思い起こす助けに
なります。ご自宅の客間はもちろん、学校や教会の集会室に飾
り、福音の種まきにも好適です。
絵画はアートバイブルシリーズから。最高級の素材に、高発色
で250年規模の耐光性を持つミュージアム・クオリティの印刷。
額の種類、マットをお
選びいただけます。1点
本体20,000円＋税。ご
注文いただいてから納
品まで約1ヶ月を要しま
す。詳しくはパンフレッ
トをキリスト教書店また
は日本聖書協会頒布部
にお申し付けください。

日本聖書協会オリジナルとして初めて
の電子聖書、Kindle版『新共同訳 新
約聖書』がAmazonのWebサイトにて
ダウンロード購入できるようになりまし
た。印刷版と同様イメージの縦組、数
字を除くすべての漢字が
ふりがなつき（総ルビ）。
文字の拡大、縮小が自
在で、楽に読み進める
ことができます。電子
書籍ならではの栞や検
索の機能もございます。絵画は一例です／額外寸257mm×364mm

Kindle版新約聖書 購入価格: ￥ 800
詳しくはAmazonのサイトでご確認ください。

（新約のみで、旧約の詩編はつきません）

スピーカーはつきません

 JBS Information

聖 書 事 業 懇 談 会

聖書と音楽の出会い モンゴル語聖書翻訳者  講演会

聖 書 ク イ ズ 王 決 定 戦

イベント情報

イベント情報 イベント情報

イベント情報

J B S 情報 Bible Guide

詳細は今号の裏表紙の広告面をご覧ください
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編
集
後
記

皆様からお捧げいただくご献金は、世界で最も「聖書を必要としている」国々での聖書の翻訳、出版、
普及のため、大切に用いさせていただきます。2016年は海外聖書支援の中から、

特に「モンゴル」、「キューバ」への支援を求めています。

Be a member and support the Bible Work

★募金担当へのお問い合わせ、後援会ご入会のお申し込み　TEL : 03-3567-1980　E-mail : fund-raising@bible.or.jp
ライフ・メモリアル献金をお申し込みの方には、日本聖書協会より「記念聖書」をお贈りいたします。

※�遺贈献金をお考えの
方は、どうぞ募金担
当まで、ご相談、お
問い合わせください。

「ライフ・メモリアル献金」をお勧めいたします

遺贈献金
遺言による遺産の贈与、生前贈与、または
相続された遺産の贈与の時に。

記念献金
信仰生活の節目、金婚・銀婚を迎えた時、
定年退職など人生における節目に。

モンゴルでの原典からの聖書翻訳
プロジェクトを支援します
◀支援目標額：500万円

ご献金の方法
●郵便振替　00160-2-18410
　ゆうちょ銀行 〇一九支店
�� （当座） 　0018410
　※�備考欄に必ず「モンゴル聖書献金」、
あるいは「キューバ聖書献金」のい
ずれかをご記入ください。

●銀行振込
　三井住友銀行 京橋支店 (普通) 　6552744

※�銀行振込は送金される前に、お手数ですが、メール、お電話等で「モン
ゴル聖書献金」、あるいは「キューバ聖書献金」のいずれかである旨、
お知らせくださいますようお願いいたします。
　上記いずれも　口座名:�(一財)日本聖書協会

キューバに100万冊の聖書を贈る
プロジェクトを支援します
支援目標額：500万円▶

聖 書 協 会 を 継 続 し て お 支 え い た だ け る 後 援 会 に ご 入 会 く だ さ い ！

17  Library’s Treasure

 聖書図書館蔵書シリーズ 41

聖書  口語訳

新約聖書  東京 1954年刊

旧約聖書  東京 1955年刊

　第2次大戦後、現代かなづかい、当用漢字の制定などによる国語の変化
や、聖書学の急速な進歩により、新しい聖書の翻訳がなされることになっ
た。1951年に米国、英国聖書協会の協力を得て翻訳を開始し、新約は
1954年、旧約は1955年に発行された。この翻訳は、初めて日本人の聖書
学者によってなされた。翻訳委員は、旧約は都留仙次、手塚儀一郎、遠藤
敏雄、新約は松本卓夫、山谷省吾、高橋虔である。
　新かなづかいと当用漢字による聖書として、1955年度の『毎日出版文化
賞特別賞』を受賞した。口語訳聖書は、A5判の組版を元にしてA5、B6、
A6、B7の判型の版を作り、したがってどの大きさも同頁に出来上がった。
　1954年は、聖書協会がイギリスに創設されて150年に当たり、この記念
のマークを口語訳聖書初版本に入れている。
　米英聖書協会の協力を得て翻訳、完成した口語訳聖書の版権所有は、日
本聖書協会、米国聖書協会、英国聖書協会の3社であったが、1968年11月
から日本聖書協会は財政的に完全自給体制に入り、ⓒ日本聖書協会の1社
表示になった。

　
モ
ン
ゴ
ル
と
聞
い
て
連
想
す
る
の
は
、
果
て
し

な
く
広
が
る
草
原
と
馬
た
ち
、
勇
壮
な
モ
ン
ゴ

ル
相
撲
、
史
上
最
大
規
模
の
帝
国
を
築
き
上
げ

た
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
一
般
的

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
か
ら
は
直
線
距
離

で
は
三
千
キ
ロ
と
け
っ
し
て
遠
く
な
い
北
東
ア
ジ

ア
の
国
で
す
が
、
情
報
は
少
な
く
、
前
出
の
よ

う
な
固
定
概
念
が
先
に
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
他
方
の
キ
ュ
ー
バ
は
、
米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
近

く
に
位
置
し
、
一
九
六
〇
年
代
ソ
連
の
ミ
サ
イ

ル
が
配
備
さ
れ
厳
し
い
米
ソ
対
立
の
象
徴
と
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ら

し
く
、
人
々
の
気
質
や
生
活
は
比
較
的
ゆ
っ
た

り
と
し
て
、
今
な
お
古
い
建
物
や
街
並
み
が
残

る
自
然
豊
か
な
国
で
す
。
い
ず
れ
も
い
つ
の
日

か
旅
し
て
み
た
い
と
思
わ
さ
れ
る
魅
力
を
感
じ

る
国
々
で
す
。

　
両
国
は
と
も
に
二
〇
世
紀
後
半
を
通
じ
社
会

主
義
を
標
榜
し
、
近
代
日
本
と
は
異
な
る
歩
み

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
激
動
の
世

界
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
今
こ
の
二
つ
の
国
に

も
大
き
な
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
歩
み
に
お
い
て
聖
書
の
み
言
葉
が
人
々
の

心
に
光
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
お
祈
り
と
ご
支
援
を
ぜ
ひ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

この印刷物は適切に管理され
た森林で生産された木材を原
料に含む「FSC®認証紙」を
使用しています。

1口／1,000円� 1口／3,000円� 1口／5,000円　　1口／10,000円� 1口／50,000円

※�初回のご登録時に一括で会費をお預かりします。毎年の年会費をご納入いた
だくことなく、一生涯、会員資格と特典をお受けいただける終身制度です。
生涯会員としてのご登録時に、「記念聖書」をお贈りいたします。

後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。　 ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。

ご入会いただいた方には、会員証と
会員バッジを進呈し、年4回発行の
ニュースレター「からし種」をお届
けして、聖書普及の働きを詳しくご
報告いたします。

年会費は5つのタイプからお選びいただけます。

New 　生涯後援会員　1口50万円からお受けいたします。

一般会員

終身会員

モンゴル、キューバ聖書支援
「神のことば」をお届けしましょう！

●VISA、MasterCard、Diners のクレジットカードでも
　ご献金いただけます。
●インターネットでもご献金いただけます。
　�聖書　募金　　検索


